
紹

介
紹

介

　
　
　
⑭
臼
本
史
の
研
究
第
二
韓
　
　
三
浦
　
周
行
著

　
著
者
の
葡
署
『
日
本
史
の
研
究
』
が
掲
垂
垂
間
も
な
く
大
震
火
災

の
厄
を
蒙
り
絶
版
に
鰭
し
て
よ
り
八
年
、
常
に
全
史
雨
曇
護
展
の

爲
め
に
寮
威
す
る
所
多
か
っ
た
諸
勢
作
（
法
制
怪
鳥
の
も
の
を
除

く
）
に
筐
底
深
く
遺
す
る
も
の
を
加
へ
て
七
＋
三
篇
を
菊
判
千
三

百
飴
頁
の
確
認
に
結
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
近
時
斯
墨
の
研
究

愈
々
隆
盛
に
赴
く
時
斯
る
大
著
の
出
版
さ
る
・
事
を
大
な
る
喜
び

ミ
す
る
。

　
本
書
の
鰹
裁
は
前
者
に
倣
ひ
、
た
∫
前
著
で
は
第
一
編
二
化
批

制
動
の
一
章
で
あ
っ
た
皇
室
章
が
皇
室
編
ミ
な
っ
て
猫
立
せ
る
事

ミ
歴
史
地
理
の
挙
止
が
都
市
及
び
愛
撫
ミ
改
め
ら
れ
た
事
で
あ
る

邸
ち
第
一
編
皇
室
に
は
皇
位
及
び
皇
統
、
皇
室
、
こ
縫
帯
の
二
章
六

編
が
読
め
ち
れ
、
第
二
編
丈
化
批
判
は
中
世
の
文
化
、
近
世
の
文

化
、
明
治
大
正
の
文
化
、
思
想
及
び
信
仰
、
學
問
及
び
藝
術
、
肚

會
及
び
攻
治
の
六
章
二
十
八
編
、
第
三
編
人
物
下
下
は
概
論
、
各

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
三
號
　
　
四
四
四
・

論
の
こ
章
九
篇
、
第
四
編
監
置
關
係
は
日
明
閥
係
、
日
鮮
關
係
、

外
憲
ミ
外
征
の
三
章
九
編
、
第
五
編
都
市
及
び
港
薄
は
都
市
の
糞

蓬
、
港
灘
の
嚢
達
の
二
章
五
編
、
第
六
編
史
料
研
究
は
記
録
及
び

文
書
，
岡
書
、
史
料
探
訪
の
三
章
八
編
よ
り
成
る
。

　
是
等
諸
論
文
は
其
黒
表
當
時
既
に
其
便
値
の
定
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
故
今
再
び
U
々
の
紹
介
は
寧
ろ
不
適
當
で
あ
ら
う
。
た
“

讃
後
の
印
象
の
ス
ク
ツ
チ
を
試
み
て
紹
介
に
代
へ
た
い
。

　
通
讃
し
て
得
る
印
象
は
牧
録
さ
れ
た
諸
論
文
に
大
別
二
ヶ
の
傾

向
の
あ
る
事
で
あ
る
。
第
一
は
歴
史
の
骨
格
を
な
す
立
代
の
特
質

ミ
其
推
移
ミ
が
全
幅
的
把
握
さ
れ
て
る
る
事
で
あ
り
第
二
は
各
時

代
の
文
化
の
種
々
相
に
明
透
な
る
考
察
が
試
み
ら
れ
て
み
る
事
で

あ
る
。
前
者
に
は
博
宏
な
る
著
者
の
學
殖
に
よ
る
撫
ぎ
な
き
判
断

が
あ
り
、
後
者
に
は
犀
利
な
る
研
究
に
よ
る
透
徹
し
た
観
察
が
あ

る
。
さ
う
し
て
各
論
文
は
猫
賑
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が

然
し
著
者
の
問
題
ざ
す
る
も
の
に
封
ず
る
諸
方
面
よ
り
の
考
察

が
試
み
ら
れ
て
一
論
文
は
他
の
も
の
、
補
魅
で
あ
り
叉
深
化
で
あ

り
、
共
に
蓮
關
し
て
一
艦
系
を
形
成
せ
る
事
で
あ
る
。
以
下
印
象

の
一
部
を
記
し
て
紹
介
の
責
を
塞
ぎ
た
い
。
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第
一
編
皇
室
編
を
設
け
て
最
初
に
置
い
た
事
は
本
書
を
世
に
問

ふ
著
者
の
用
意
の
一
端
で
も
あ
ら
う
。
巻
頭
論
文
ミ
し
て
國
史
學

近
年
の
功
績
で
あ
る
『
長
慶
天
皇
御
在
位
決
定
に
至
る
迄
』
の
要

を
要
し
た
解
詮
以
下
『
雨
統
問
題
の
一
波
瀾
』
『
南
北
覇
合
腿
條

件
』
は
最
も
多
事
だ
つ
た
御
皇
統
に
就
て
の
研
究
ミ
し
て
必
讃
の

文
字
で
あ
り
、
『
昭
和
の
御
大
膿
』
は
我
々
に
最
も
近
し
い
思
ひ
出
・

を
思
は
せ
る
。

　
第
二
編
文
化
批
判
で
は
中
世
に
堕
す
る
著
者
の
研
究
は
事
新
ら

し
く
言
ふ
必
要
は
あ
る
ま
い
。
其
中
で
も
特
に
後
説
話
に
於
け
る

庶
民
階
級
の
勃
興
に
鋤
す
る
考
察
を
含
む
『
中
世
の
日
本
文
明
』

『
鎌
倉
よ
り
室
町
へ
』
中
世
の
庶
民
生
活
ミ
信
仰
騙
日
本
肚
會
史
』

の
諸
力
作
が
就
會
挙
動
に
蜀
す
る
關
心
の
勇
ま
れ
る
現
今
の
聾
者

を
強
く
捕
へ
る
。
次
に
は
明
治
史
研
究
に
遇
す
る
も
の
で
あ
る
。

著
者
近
等
の
努
力
の
一
部
は
明
治
史
研
究
に
そ
・
が
れ
て
幾
多
の

論
文
が
獲
表
さ
れ
た
。
『
明
治
史
の
嗜
黒
面
』
が
密
偵
の
報
告
に
煽

り
從
來
何
心
も
知
ら
な
か
っ
た
地
方
世
態
の
廣
く
服
装
に
亙
っ
て

の
新
奮
思
想
の
軋
櫟
の
中
に
醸
さ
る
・
暗
黒
薗
が
暴
露
さ
れ
、
あ

の
急
激
な
憂
革
に
直
面
し
た
…
般
入
士
の
動
幡
が
は
っ
き
り
S
描

　
　
　
紹
　
　
　
　
介

き
出
さ
れ
て
明
治
史
の
重
要
な
る
一
部
を
成
し
て
み
る
。
然
し
た

だ
こ
れ
に
止
ら
な
い
。
直
ち
に
『
明
治
維
新
成
功
の
要
素
』
『
明
治

史
の
光
明
面
』
に
於
て
改
革
の
由
毒
す
る
所
ぐ
」
そ
れ
を
光
明
に
導

く
諸
相
、
思
想
的
背
景
や
諸
施
設
を
見
、
其
放
功
の
偶
然
で
な
か
っ

た
事
を
示
し
て
み
る
。
『
新
日
本
の
大
恩
入
ゼ
ネ
ラ
ル
、
グ
ラ
ン
ト
』

は
か
Σ
る
建
設
の
課
題
を
員
ふ
た
若
き
日
本
の
指
導
者
ε
し
て
國

民
の
感
謝
す
べ
き
彼
の
功
績
が
活
々
ミ
描
か
れ
、
其
翌
朝
前
後
の

事
情
は
當
時
の
恩
情
を
察
す
べ
き
好
資
料
で
あ
る
。
『
日
本
史
學

史
概
設
』
の
全
般
に
亙
る
考
察
、
特
に
大
日
本
史
に
聾
す
る
諸
研
究

も
亦
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
日
本
史
の
編
纂
事
箭
、
方
針
、

指
導
精
子
の
間
明
S
批
判
ε
は
其
無
二
の
資
料
大
日
本
史
編
纂
記

録
の
縦
横
の
羅
使
に
よ
っ
て
研
究
の
第
一
入
者
た
ら
し
め
る
。
大

日
本
史
は
著
者
に
於
て
最
も
善
き
批
判
者
を
得
た
ε
云
ふ
べ
き
で

あ
る
。
『
近
世
の
生
ん
だ
二
大
史
家
』
に
は
更
に
義
公
ミ
の
蓮
閥
に

於
て
白
石
が
批
判
さ
れ
、
『
栗
田
寛
先
生
』
で
は
大
日
本
史
の
完
成

者
の
風
貌
が
師
事
者
に
よ
り
華
々
ぐ
」
語
ら
れ
て
み
る
。
第
四
編
船

外
關
係
で
は
特
に
日
明
外
交
貿
易
の
研
究
が
栢
原
昌
三
氏
の
研
究

に
墾
す
る
批
評
よ
り
出
如
し
て
貿
易
の
本
質
ε
其
攣
化
を
読
い
て

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
三
號
　
　
四
四
五
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紹
　
　
　
介

私
貿
易
を
図
的
ε
す
る
痩
態
的
の
外
交
事
情
を
鮮
明
に
し
、
そ
れ

に
参
奥
し
九
商
人
階
級
の
擬
頭
に
及
ん
で
新
ら
も
い
時
代
へ
の
推

移
を
示
し
て
み
る
。
『
癒
永
信
認
の
眞
和
』
に
於
て
著
者
の
優
れ
た

語
聾
が
窺
は
れ
、
こ
れ
は
『
足
利
義
攻
の
政
治
ミ
女
性
』
に
於
て
も

感
ぜ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
第
五
編
の
中
京
都
、
大
阪
等
の
嚢
蓬
は
就

會
研
究
の
最
も
重
要
な
る
部
分
の
問
題
ミ
し
て
注
意
さ
る
べ
く
、

古
代
よ
り
近
世
に
亙
る
港
灘
の
嚢
達
研
究
は
交
通
、
商
業
、
軍
事

上
の
重
要
な
る
問
題
の
解
決
の
方
向
を
示
し
て
み
る
。
第
六
編
史

料
研
究
に
は
『
北
野
舐
記
録
』
『
青
森
岩
手
爾
縣
の
資
料
』
『
立
撃
縣

の
資
料
』
の
如
き
著
者
自
身
の
探
訪
に
係
る
も
の
、
『
島
根
縣
史
』

の
如
き
一
地
方
史
に
蜀
す
る
懇
切
な
る
批
評
『
東
京
帝
名
大
學
岡

書
館
の
思
ひ
禺
』
の
如
き
興
味
あ
る
護
物
が
予
め
ら
れ
て
る
る
。

　
此
等
は
限
ら
れ
た
紙
工
の
下
で
印
象
の
一
部
を
書
き
つ
穿
つ
た

に
す
ぎ
な
い
。
斯
様
な
一
文
が
本
書
の
償
値
を
損
ふ
も
の
な
る
事

を
思
れ
つ
Σ
も
敢
て
す
る
は
、
著
者
八
年
に
亙
る
業
績
の
成
果
た

る
大
著
の
出
版
さ
れ
た
事
に
つ
い
て
溶
々
ミ
喜
び
を
共
に
せ
ん
が

爲
め
で
あ
る
。
（
菊
判
一
三
三
八
頁
、
索
引
七
一
頁
、
定
復
答
、
五

〇
　
岩
波
書
店
獲
行
）
〔
藤
〕

餓
哩
十
－
五
巻
　
　
第
一
二
號
　
　
　
四
四
山
ハ

　
　
　
醗
日
本
上
代
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
博
士
　
津
田
左
右
吉
著

　
第
一
篇
、
癒
紳
朝
以
後
の
記
紀
の
記
載
、
第
二
篇
、
古
語
拾
遮

の
研
究
、
第
三
篇
上
代
の
部
の
研
究
、
以
上
三
篇
よ
り
成
る
9
第

二
第
三
爾
篇
に
つ
い
て
は
既
に
本
誌
上
に
紹
介
す
る
ざ
こ
ろ
が
あ

っ
た
か
ら
第
一
篇
に
つ
い
て
少
し
く
そ
の
所
論
を
辿
っ
て
見
よ
う

そ
れ
は
著
者
の
主
著
「
古
事
記
及
び
日
本
書
記
の
研
究
」
の
績
編

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
一
章
に
於
て
古
事
記
に
見
え
る
癒

乱
離
以
後
の
種
々
の
物
語
を
検
討
し
第
二
章
に
於
て
そ
れ
に
鋤
回

す
べ
き
部
分
の
書
紀
の
記
載
を
批
判
し
、
次
い
で
第
三
第
四
章
に

於
て
武
烈
紀
以
下
天
智
紀
迄
の
記
載
を
解
繹
し
第
五
章
に
簸
て
書

紀
の
編
蓮
の
経
過
ぐ
」
そ
の
史
料
－
こ
し
て
の
意
義
及
償
値
を
論
じ
て

居
る
。

　
著
者
が
書
紀
を
見
る
ε
こ
ろ
は
第
唱
に
そ
れ
が
編
纂
物
で
あ
る

ミ
す
る
こ
ミ
で
あ
っ
た
。
江
っ
て
い
か
に
し
て
そ
れ
が
編
纂
せ
ら

れ
た
か
を
考
へ
、
書
紀
の
記
載
事
項
を
分
類
し
て
そ
の
有
り
得
べ

き
事
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
を
臨
別
し
、
激
越
紀
以
後
の
記
事
も
事

（1◎盗）


